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キャンパスがあった広い敷地 住宅地の狭い敷地へ

仙川と調布に分かれて授業運営を⾏う

⼾建て住宅が混在する東京の典型的な郊外のコンテクストの中に、
スケールが異なる⾳楽⼤学の新校舎を配するプロジェクト



Site Plan
N

相異なるスケールが衝突した境界にあたるこの敷地で、両者の関係をブリッジングする
存在とするため、⾳楽⼤学がもつ固有のレッスン室のスケール感を使うことを考えた。



設計に先⽴ち、旧校舎の中を繰り返し調査した。
野帳に落とす中で、校舎の中に記憶された⾳楽教育における暗黙知のようなものを拾い上げようとした。

リサーチを⾏い、旧校舎に記憶された⾳楽教育の暗黙知を拾い上げる





旧校舎の典型的なレッスン室



旧校舎のアンサンブル室



時間割を分析して、レッスン室、アンサンブル室の最適配置を探る
結果的に練習・合奏のフォーメーションにより教室の⼤きさが分布していること、さらにその中に楽器の特性により専⽤利⽤があることが分かった。

これらの適性により、ふたつの校舎に部屋を割り振る。



既存の校舎では複数の教員が、⼤学と⾼校の授業を掛け持ちしているため、ふたつの校舎に分離することが困難な状況がわかった。
教室を仕分けるため、授業をデータ化し、利⽤状況を観察した。

⿊が⼤学、⾚が⾼校の授業。
時間割をスライドあるいは⼊替をすることで、教員の移動時間をつくる。

時間割を分析して、レッスン室の最適配置を探る



データをソートし、⼤学と⾼校の授業の稼働率を割出し、どの教室を移動するか適性を観察する。
同じ⼤きさの部屋どうし、授業を⼊替え、仙川と調布それぞれの配置の適性を組み⽴てる。

時間割を分析して、レッスン室の最適配置を探る



Integrated Campus

教室とレッスン室、アンサンブル室における共⽤の可能性を探り、最適化を図る



既存校舎は独房のように連続して
レッスン室が並ぶ閉鎖的な廊下

廊下とレッスン室を横断する新たなスペース
をオーバーレイすることでそれぞれの視線が
交差する開放的な⾳楽⼤学をつくる

レッスン室相互の間に空隙を挟み込む



OLD NEW

空隙を動線として使うことで、典型的な中廊下タイプから脱却する



OLD NEW

基準階から脱却し、各レベルの特性を⽣かした空間配置を⽬指す



相異なる地下1階のアンサンブル室と2階のレッスン室を重ね合わせ、壁の交点に柱が
通るようにコンピュテーショナルな⼿法で廊下幅を調整し、構造的な整合を図る



Natural air flow ventilation

Day light penetration

BF 1F 2F

部屋の配置は、部屋どうしの関係性と構造的な上下階の調整に加えて、
光と⾵の環境シュミレーションによる調整も重ねている。

BIMを⽤いて、複数の検討内容とフィードバックさせることで、配置の最適化を図った。

⾃然光や通⾵が得られるように、廊下幅の最適化を図る



従来のレッスン室は、⾳響に配慮した結果、7度傾いた壁から構成される不整形な平⾯形状となり、教室利⽤時に使いづらかった。
そのためこのプロジェクトでは、レッスン室の⾳響壁は、⾼⾳域拡散効果とフラッターエコー防⽌に配慮しつつ、

教室の整形を保ち、最⼤限気積を確保できる形状とした。

レッスン室の⾳響効果

一般的なレッスン室 調布キャンパス1号館のレッスン室



レッスン室の壁⾯に配置された「⾳響散乱レイヤ」は質量の安定したナラ集成材を使⽤。
3種類の幅×厚さと、4種類の⾓度を組み合わせ、各⾳域が適度な響きとなるよう調整している。

レッスン室の⾳響効果
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BIMを⽣かしたデザインプロセス
2階レッスン室と地下1階アンサンブル室の壁の交点の位置に、1階では柱が配された全体の構成を組み⽴てるデザインには、図⾯よりもBIMが適している。



整合性の検証には、各部を切断し膨⼤な数の断⾯図を作成する必要があったが、BIMの断⾯図⾃動作成機能を⽤いることで合理化が図れた。

BIMならではの整合性の検証





構造的整合、遮⾳、採光、通⾵などの確保のために、コンピューターでの執拗な調整を繰り返した空間。
合理性に基づく微細な「変化」や「ぶれ」の集積が、伝統的な集落に⾒られる豊かな空間と全体の存在感、新しいナチュラルな様相を⽣み出している。

コンピューターが⽣み出す新しいナチュラル



01 Lesson Room
02 Light Court
03 Foyer

地下⽔位を考慮し、地盤レベルより-3ｍに地下1階、＋1.3ｍに1階フロアレベルが設定された。
地下1階には発⽣⾳の⼤きい打楽器等の部屋が配置され、2階には主に弦楽器系のレッスン室が配置された。

地下1階の⼤型教室は、外壁の半分以上を地中に接することで、効果的な遮⾳をローコストで実現しつつ、空調負荷の軽減につながっている。
また、サンクンガーデンや廊下を室間に配置することで、動線を確保しつつ遮⾳スペースとして利⽤し、同時に⾃然採光や通⾵を確保している。

光と⾵を効果的に取り⼊れるボリューム配置
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バーチャルリアリティを⽤いたデザインチェック
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2nd. Floor PLAN

1 Lesson Room
2 Light Court
3 Foyer
4 Machine room
5 Control Room
6 Staff Room
7 Information
8 Office
9 Dispensary
10 Meeting Room
11 PC room
12 Bicycle Parking
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1st. Floor PLAN

1 Lesson Room
2 Light Court
3 Foyer
4 Machine room
5 Control Room
6 Staff Room
7 Information
8 Office
9 Dispensary
10 Meeting Room
11 PC room
12 Bicycle Parking

0 5 10



Basement Floor PLAN

1 Lesson Room
2 Light Court
3 Foyer
4 Machine room
5 Control Room
6 Staff Room
7 Information
8 Office
9 Dispensary
10 Meeting Room
11 PC room
12 Bicycle Parking
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1階は、構造的連続性を保ちつつ、学⽣が集うキャンパスとして開放的なピロティ空間を⽣み出すため、250mm⾓形鋼管で巻いた
鉄筋コンクリート柱を採⽤しているが、成⽴させるためには⾒えない部分でのディテール上の⼯夫が必要であった

RCコラム/⾓形鋼管巻き鉄筋コンクリート柱



近隣へ配慮した低層で分節された外観
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2nd. Floor



2階 集落のように広がるレッスン室に囲まれた廊下空間

PHOTO： Harunori Noda [Gankohsha]



2階 視界が開け、学⽣間のコミュニケーションを誘発する廊下空間
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2階 下階と上階のレッスン室との間に視線の交錯が⽣まれる、広がりのある空間
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2階 屋外テラスに⾯した明るいレッスン室
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Basement Floor



地下1階 サンクンガーデンからの光を取り込み、地下であることを感じさせない空間が広がる
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地下1階 コンピュテーショナルな設計により、上部に⼩型のレッスン室をのせながらも地下に⼤型のアンサンブル室を確保することが出来た
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地下1階 教室として利⽤されるアンサンブル室の様⼦
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地下1階 ⾃然光が差し込むライトウエルとしても機能する階段室。スチールを併⽤することで、軽やかな持ち出し階段を実現した
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1st. Floor



1階 授業間の待機や⾃習室として利⽤される「キャンパス」と命名されたピロティ空間
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1階 キャンパスより光庭と近隣に広がる緑を⾒る



南側外観 レッスン室が全体のボリュームを自然に分節して、集落のような景観が生まれている
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